
カンムリカイツブリ

前回、カイツブリの記事を書いた際に、お約束し

ましたカンムリカイツブリを今回は、取り上げまし

た。

このカンムリカイツブリは、全長が約51cm、翼

開帳時は85～80cmの国内最大級ですが、世界では、

北アメリカ産のクビナガカイツブリに次ぐ大形のカ

イツブリです。

色彩は、写真のとおり上面は灰褐色、下面は光沢

のある白色、嘴は長く尖り嘴と根元を結ぶ黒線目立

ち、夏になると黒い冠羽を持っていることからこの

名前が付けられました。

日本では、北海道の湖沼で少数が繁殖しています

が、殆んどは本州以南の港湾、河口、湖沼、内海等

に冬鳥として飛来します。

この写真は、狭山湖の湖畔で撮ったものですが、

とても警戒心が強くてなかなか近づいてくれません

でしたので、1,200mmの超望遠レンズを用いて撮

ったものですが、被写体が小さくて記録写真になっ

てしまいました。

更に、天候も悪く余りいい写真ではありませんが

ご容赦下さい。

〔野鳥シリーズ74〕

リハセンターに飛来する野鳥を友に
元理療教育部長　見原　捷三
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「国リハニュース」編集事務局

国立障害者リハビリテーションセンター管理部企画課

〒359-8555 埼玉県所沢市並木４－１

ＴＥＬ　04-2995-3100 ＦＡＸ　04-2995-3661

ホームページアドレス　　http://www.rehab.go.jp/

（国リハニュースはホームページに掲載されています）

※本誌へのご意見、ご要望等がございましたら、上記編集事務局宛

FAX又は、Eメール（kikakuka@rehab.go.jp）をお寄せ下さい。

センターのロゴは、国際障害者年を記念し、入所者・
職員から募集した作品の中から選定されたものです。
このロゴは、
１ リハビリテーションセンターを包む、リハビリに対する
強い意欲・意思・たゆまざる努力、そして友情と信頼、
２ リハビリテーションセンターを出発点として、未来にまた広
く社会各方面に向かって伸びようとする入所者・職員の姿、
３ 手話の指、点字を読む指、職業、職能、理療に励む
力強い５本の手指
をイメージ化したものです。
また、NRCD は NATIONAL REHABILITATION

CENTER FOR PERSONS WITH DISABILITIESの頭文
字です。
制作者　住田律夫（昭和56年制定）

センターのロゴ 上のシンボルマークは、ＷＨＯ（世界保健機関）のマー

クです。

ＷＨＯ（World  Health  Organization）とは、国連の

仕事のうち、保健衛生の分野を受け持つ専門機関であり、

その目的は、全人類の健康を守るために、世界の国々が

力を合わせて努力しようとするものです。

国立障害者リハビリテーションセンターは、ＷＨＯ指定

研究協力センターの指定を受け、国際協力を行っていま

す。


